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基本目標４－１ 人口減少社会に対応したまちづくりを進める 

【空き家対策・都市のコンパクト化】            

○ 基本的方向 

市内の空き家は、増加傾向にあり、老朽化した空き家も増え続けている状況にある。 

また、新築物件も需要に応じて供給されていることから、人口や世帯数の減少が進

んでいる中、今後ますます空き家の増加が見込まれる。 

こうした状況の中で、今後も良好な住環境を維持していくためには、都市機能を集

約する一方で、都市基盤が十分でない地域の長期的な縮退を検討するなど、人口減少

社会を見据えたまちづくりを進める必要がある。 

また、既存住宅の有効活用や流動化を促進するとともに、防災や防犯上の観点から、

特に、老朽化した空き家については、適正な管理を進めていくことが重要となる。 

 

〈数値目標に対する分析〉   ※具体的な取り組み実績は資料２（P20～P22） 

項目 
直近値 

／基準値 

実績値

（2015） 

実績値 

（2016） 

実績値 

（2017） 

実績値 

（2018） 
 

目標値 

（2019） 

空き家率 

（前回調査との差） ＋2.5ポイント 

（2013年度） 

2008年:12.2% 

2013年:14.7% 

― 

 

 

― 

 

 

― 

 

 

 

― 
(市町村デー

タの公表は 
2020 年 1 月
の予定) 

 

2.5ポイント 

以下 

 

市内の総住宅数に対する空き
家数割合の前回調査との差 

（総務省「住宅・土地統計調
査」、次回調査は 2018 年） 

横須賀市を「住み良

い」と思う人の割合 

86.6％ 

（2014 年度） 

82.7％ 

 

83.5％ 

 

83.7％ 

 

 
 

83.7％ 

 
※直近(2017) 

の実績値 

 

86.6％ 

 市民アンケートにおける横須

賀の住み良さについて、「住
み良い」「まあまあ住み良
い」を選択した人の割合 

 

横須賀中央エリアの 

世帯数 

1,710 世帯 

（2014 年） 

1,686 世帯 

 

2,050 世帯 

 

2,106 世帯 

 

2,166 世帯 

 

 

2,200 世帯 

 

市街地総合再生計画区域に含
まれるエリア（若松町１～３
丁目、大滝町１～２丁目、本

町１丁目、小川町）における
世帯数 

（10 月１日現在住民基本台帳
登載人口） 

 

資料１-２ 
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１ 市内の空き家の状況 

 

 人口減少が進む中でも、本市の世帯数は今も緩やかに増加しています（図表１-

１）。一戸建ての新築物件も一定の供給量が続いていることから（図表１-２）、

住宅総数は現在も増え続けていると考えられます。 

 2013 年現在、本市の空家率は県平均や全国平均と比べて高い状態にあります

（図表１-３）。過去の調査では、特に、住宅団地に比べて谷戸地域の階段でしか

行くことのできない斜面地で、空き家の発生が多いことが確認されています。 

 また、本市では高齢者の単身世帯や夫婦世帯が増えています（図表１-４）。高

齢者の世帯は持家の割合が高く、その多くが一戸建てに居住していると思われるため、

今後は、1970 年代頃に開発された戸建て住宅団地についても、急激な空き家の増

加が懸念されます。 

 なお、2018 年に実施した「住宅・土地統計調査」に関する市町村データの公表は

2020 年の予定です。現時点で公表されている国や県の集計結果によると、全国で

は空家数・率とも過去最高、神奈川県では前回調査と比べて減少しています。 

 

図表１-１世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出所）住民基本台帳登載人口を基に作成（各年 10月１日） 
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図表１-２ 新築建物確認数 

 

 

 

 

 

 

 

出所）横須賀市都市部 

 

図表１-３ 国、県との空家率の比較        出所）横須賀市空家等対策計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１-４ 高齢単身世帯数と夫婦のみ世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）国勢調査を基に作成 

 

総数 一戸建て住宅 併用住宅 共同住宅 その他

2013年 1,654 1,513 8 52 81

2014年 1,436 1,288 13 61 74

2015年 1,578 1,413 16 81 68

2016年 1,453 1,284 7 90 72

2017年 1,492 1,331 12 88 61
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２ 空き家の適正管理に向けた取り組み 

 一戸建住宅の空き家は約７割が市場に流通しない物件（「その他の住宅」）です。 

そのうちの５割近くは腐朽・破損のある物件であり（図表２-１）、今後、こういった

空き家が増えていくことが見込まれます。老朽化した空き家は防災、防犯、景観などの

面から生活環境に悪影響を及ぼすため、これまで、空き家の適正管理に向けて様々

な事業を実施してきました。 

 

 計画当初、主に谷戸地域などの売却が難しい土地を対象に、空き家除却後の活用

を一体的に進める助成制度等を事業化しましたが、あまり成果がみられずに廃止した

事業もあります。 

廃止した事業の例 

・谷戸の菜園助成 

・谷戸のみどり復元助成 

 

・谷戸の憩いの場整備助成 （町内会支援） 

 

 今後、一定のニーズが見込まれる「空き家解体助成」については継続し、2018 年度

からは、谷戸地域に限らず対象地域を市内全域に広げました。 

 

 

図表２-１ 一戸建住宅の空き家の状況 （平成 25年住宅・土地統計調査（総務省））         

                 

  

 

 

 

  

 

出所）横須賀市空家等対策計画 

約５割が腐朽・破損あり 

腐朽・破損がある一戸建の空き家の内訳 
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３ 住宅ストックの活用について 

 空き家の適正な管理とともに、既存住宅の有効活用や市場で流通させるための

取り組みとして、「空き家バンク」をはじめ、さまざまな取り組みを進めてきました。 

 学生のシェア居住や社宅への転用など、新たな活用の提案として助成制度を用

意しましたが、実際のニーズと合わず、あまり実績が上がらなかった事業もあります。 

 「空き家バンク」については、図表３-１のとおり、３種類のバンクがあります。 

「子育てファミリー等応援住宅バンク」は、交通アクセスも含めて良好な居住環境に

ある戸建が対象です。住宅購入やリフォーム等の助成制度も利用できる物件で、

バンクへの登録、助成制度の利用とも概ね順調な状況です。 

※ なお、住宅を所有したいと考える人の約６割は新築住宅を希望しているという調査 

結果もあり（国土交通省「土地問題に関する国民の意識調査」2017年度）、 

新築住宅への意向は高いものと考えられます。 

 

図表３-１ 空き家バンクの種類                出所）横須賀市ホームページ 
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 また、本市の地形的特徴である谷戸の環境を生かし、空き家を活用した新たな視

点でのコミュニティの再生を進めています。 

 

 田浦の温泉谷戸地域での芸術家誘致モニター事業や（図表３-２）、鷹取町

での大学と連携した地域コミュニティの拠点づくりなど、利便性だけではない、多様

性のある地域づくりの取り組みも始めているところです。 

 

図表３-２ 市営温泉谷戸住宅跡地活用（芸術家モニター誘致事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人口減少社会を見据えたまちづくり（拠点ネットワーク型都市） 

（１）住み良さに関する市民の実感 

 本市の「住み良さ」について、市民アンケートでは「良い」と感じている方が８割以上で、

例年、高い割合を維持していますが（図表４-１）、年代別に見ると、20 歳代で低

下傾向が見られます。 

 

 また、市民が感じている本市の魅力について見てみると（図表４-２）、「自然環境」

を挙げる方が飛びぬけて多い状況です。「通勤・通学に便利」を選択している方も４

割近くいるものの、「都市基盤が整備され、生活するのに便利」は２割を切り、生活し

やすい都市環境との認識は低いものと見受けられます。 

改修イメージ 
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図表４-１ 「横須賀市の住みよさ」（年代別）  出所）横須賀市民アンケート（2018年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４-２ 横須賀市の魅力的なところ        出所）横須賀市民アンケート（2018 年度） 
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（２）横須賀市立地適正化計画の策定 

 今後、人口減少が更に進展することで、居住地域の偏在（図表４-３）、人口の

低密度化が進むことが見込まれます（図表４-４）。 

それに伴う公共交通網の変化も予測され（図表４-５）、日常生活の利便性が低

下していくことが懸念される状況にあります。 

 

 そうした状況においても、暮らしやすさを維持していくため、コンパクトで利便性の高いま

ちづくりを目指し、2019年３月に「横須賀市立地適正化計画」を策定しました。 

本計画では、居住を誘導する区域や商業・医療・福祉等の都市機能を誘導維持す

る区域などを設定しています(図表４-６)。 

 

 

図表４-３ 人口と世帯数の増減（地区別 2015年-2018年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）住民基本台帳登載人口（各年 10月１日）を基に作成 
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図表４-４ 地区別の人口密度（2000年、2040年）      出所）横須賀市立地適正化計画 
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図表４-５ 公共交通の状況                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立地適正化計画では電車の駅周辺を拠点として設定していますが、中でも、追浜

駅・横須賀中央駅・久里浜駅周辺では再開発の動きが出てきています。 

 

 また、日常生活の利便性を高めていく方向性での都市環境整備と併せて、本市の地

形的特徴である谷戸の環境を生かした、新たな視点でのコミュニティづくりを進め、利

便性だけではない、多様性のある地域づくりの取り組みを始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）横須賀市立地適正化計画 
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図表４-6 横須賀市立地適正化計画の概要      出所）横須賀市立地適正化計画概要版 
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（３）市街地再開発の動き 

立地適正化計画では、主に電車の駅周辺を都市の拠点として設定しています。その

中でも、追浜駅、横須賀中央駅、京急久里浜駅周辺では、市街地再開発の動きが

でていますが、事業が完了するまでにはまだ長い時間が必要です(図表４-７)。 

図表４-７① 追浜駅前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４-7② 京浜急行久里浜駅周辺 
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図表４-７③ 横須賀中央駅周辺 
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（４）JR久里浜駅周辺地域の土地利用の検討 

 2018年度に、横浜 F・マリノス練習場の整備計画も含めた土地利用方針を策定し、

現在は、練習場整備に向けて調整を進めているところです。 

 

 この８月に横浜 DeNAベイスターズ練習場がオープン予定の追浜地区と同様、久里

浜地区も横浜 F・マリノス練習場の誘致を契機に、スポーツを軸とした活気あるまちづく

りに取り組んでいきます。 

 

図表４-8 横浜 F・マリノス練習場位置図     

グラウンド A 
グラウンド B 

管理用建物 

フットサルコート 

練習場イメージ図 


